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九州の再生可能エネルギーの動向

九州に優位な分野

再生可能エネルギー発電の課題

森 津一（もり しんいち）技術士

２０１２年度・発電電力量（他社受電 除く） 電気事業連合会資料より

２０１２年

水力 火力 原子力 新エネルギー 合計（KWH）

全国電力 570億2347万 6,667億5,691万 159億3,941万 25億6,854万 7,422億8,834万

九州電力 47億0,408万 612億2,872万 0 13億5,948万 672億9,228万
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各国の発電電力量（２０１１年） 他社受電含む
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我が国の再生可能エネルギー設備容量 （万KW）

資源エネルギー庁資料

～２０１１
２０１２～

２０１３
全国・合計 九州

太陽光（住宅） 470 210 680 
216 16.6%

太陽光（非住宅） 90 531 621 

風 力 260 7 267 40 15%

中・小水力

（１,０００KW以上） 940 0.1 940 
20 2%

中・小水力

（１,０００KW未満） 20 0.3 20 

バイオマス 230 12 242 30 12%

地 熱 50 0.1 50 21.5 43%

合 計 2,060万KW 760万KW 約 2,820万KW 334 万KW 12％

我が国の再生可能エネルギーの導入状況
（億KWH） （総発電量に占める割合）
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太陽光

出典（千葉大 倉坂教授）

太陽光 開発余力（KW) 開発率（％） 開発済み容量 残された開発容量

1 東京都 2135万 0.68％

2 北海道 1449万 0.3％

3 大阪府 1447万 0.94％

4 神奈川県 1397万 0.82％

九州 （万KW) （万KW)

8 鹿児島県 1069万 0.68％ 7.3 1061 

10 福岡県 972万 1.6％ 15.5 956 

15 長崎県 680万 0.88％ 5.9 674 

21 大分県 591万 0.97％ 5.7 585 

27 熊本県 448万 2.41％ 10.8 437 

38 宮崎県 299万 2.36％ 7.0 292 

44 佐賀県 202万 2.4％ 4.9 197 

全国合計 2億8050万 0.9％ 2億7798万
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陸上風力

出典（千葉大 倉坂教授）

陸上風力 開発余力（KW) 開発率（％）
開発済み容

量
残された開発容量

1 青森県 1940万 1.5％

2 岩手県 1593万 0.4％

3 秋田県 1567万 0.8％

4 北海道 1394万 4％

九州 （万KW) （万KW)

5 鹿児島県 829万 2.3％ 19.1 810 

11 宮崎県 319万 0 0.0 319 

13 熊本県 308万 1％ 3.1 305 

15 長崎県 293万 3.2％ 9.4 284 

25 大分県 191万 0.6％ 1.1 190 

37 福岡県 62万 2.7％ 1.7 60 

38 佐賀県 54万 10.1％ 5.4 49 

全国合計 2億8050万 0.9％ 2億7798万
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中小水力

出典（千葉大 倉坂教授）

中小水力発電 開発余力（KW) 開発率（％）
開発済み容

量
残された開発容量

1 北海道 112万 16％

2 新潟県 88万 30.4％

3 福島県 77万 21.1％

4 岐阜県 74万 32.5％

5 富山県 73万 33.4％

九州 （万KW) （万KW)
15 宮崎県 16万 37.4％ 6.1 10.0 
18 熊本県 13万 54.6％ 6.9 5.9 
21 大分県 10万 49.2％ 5.2 5.1 
30 鹿児島県 5万 55.5％ 2.6 2.2 
38 長崎県 1.5万 7.7％ 0.1 1.4 
46 福岡県 0 100％ 0.0 0.0 
46 佐賀県 0 100％ 0.0 0.0 

全国合計 909万 36.4％ 578 
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＊福岡県：太陽光発電（10）

＊佐賀県：

＊長崎県：風力発電（15）、太陽光発電（15）

＊熊本県：風力発電（13）、中小水力発電（18）

＊大分県：太陽光発電（21）、中小水力発電（21）

＊宮崎県：風力発電（11）、中小水力発電（15）

＊鹿児島県：風力発電（5）、太陽光発電（8）

＊その他：バイオマス発電、は九州全県で開発の可能性大

地熱発電も九州各県で開発の可能性大

九州各県の再生可能エネルギー開発・潜在力まとめ

再生可能エネルギー開発に対して規制緩和が進んでいる

例えば

１）農林魚業委員会などが計画する設備で、認定を受けた場

合－農地法、森林法、自然公園法、温泉法等の許可又

は届出手続きのワンストップ化

２）小水力－２０KW未満の設備では「電気主任技術者選任」

の不要化

３）バイオマス発電－「小型一体型衝動式タービン」採用の

場合、３００KW未満に限り ①工事計画書の届け出不要

②主任技術者の選任不要
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各国の再生可能エネルギー投資額

再生可能エネルギー開発の日本と中国の比較 （万KW）

風力 太陽光 バイオマス 水力 地熱

中国・2010年 1,200 30 550 1億9,000 0

中国・2020年 1億2,000 180 3,000 3億 0

日本・2013年12月末 267 1,300 242 4,800 50

日本・2020年 －－－－ －－－－ －－－－ －－－－ －－－－
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中国・ウルムチ近郊の風力発電所（約千基が設置されている／１００万KW）

中国全土地図

18

ウルムチ

敦煌

上海市
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敦煌の西方７０Kmにあるシルクロードの関所－「陽関の関所」跡

陽関・関所跡の休憩所（砂漠の中）にある日本寄贈の太陽光発電設備
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再生可能エネルギー開発の課題

１．再生可能エネルギーの設備容量 ２７００万KW
年間発電量 １．６% （２０１０年）

2. 原子力発電設備の設備容量 ４８００万KW 

年間発電量 ２ ６% （２０１０年）

＊再生可能エネルギー発電は効率・設備利用率などが火力発電

に比べて１０分の１と非常に低い。 発電単価が高くなる

＊太陽光発電は夜間に発電できないので、開発量の増加に伴

い、夜間配電向けの蓄電技術の開発が求められる。


